
競技名　体操　　　　　　　

１、大会名称

２、主催

３、主管

４、参加大学

５、大会期間

６、開催会場

７、参加資格

８、大会形式

９、試合形式

１０、競技規則

北海道大学、東北大学、東京大学、名古屋大学、京都大学、大阪大学、九州大学

令和5年9月1日(金)から令和5年9月3日(日)まで(3日間)

熊谷スポーツ文化公園　彩の国くまがやドーム

１　競技種目に参加する競技団体に所属する学生は、エントリー書類に必要事項が

記載されていなければならない。

２　正式種目の本戦に出場する選手は、本大会に参加する大学に所属し、当該大学

に入学してから４年以内の学生でなければならない。但し、競技種目会議が認め、

実行委員会が定める期限までに当該競技種目の種目委員から実行委員会へ報告が

あった場合、この限りではない。

３　前項の規定にかかわらず、実行委員会は、競技種目会議が行った正式種目の本

戦に出場する選手の認定について、これが不適当と判断した場合、運営委員会の議

決を経て取り消すことができる。

(1)団体戦
・各大学1団体ずつの参加を認める。1大学につき、男子は1~6名、女子は1~4名と
する。

・団体メンバーは参加資格を有する者に限る。

(2)個人戦
・団体戦に参加しないものは、すべて個人参加とする。

・オープン参加者の点数は、個人総合・種目別の順位から除かれる。

(1)競技種目
・男子は、ゆか、あん馬、つり輪、跳馬、平行棒、鉄棒の6種目にて競技する。
・女子は、跳馬、段違い平行棒、平均台、ゆかの4種目にて競技する。
(2)採点方法
・男子、女子ともに三審制とする。

男子、女子ともに2022版採点規則および体操競技情報最新号を適用する。ただ
し、七大戦特別規則として規則を一部変更して適用する。

北海道大学体育会、東北大学学友会体育部、東京大学運動会、

名古屋大学体育会、京都大学体育会、大阪大学体育会、九州大学体育総務委員会

東京大学運動会体操部

競技番号　27

第62回全国七⼤学総合体育⼤会

競技要項

令和　　　5年　　　8月　　　11日　

第62回全国七大学総合体育大会　体操競技の部



１１、競技進行予定

１２、総合順位決定法

9/1(金)
11:30~12:00 受付
12:00~14:00 セッティング
14:00~19:00 フリー練習
9/2(土)
9:00~9:30 受付
9:30~9:50 補助役員会議・審判会議
10:00~10:20 代表者会議
9:30~10:30 男子A班会場練習
10:40~10:50 開会式
10:50~13:30 男子A班競技
13:40~14:40 男子B班会場練習
14:45~17:15 男子B班競技
17:20~17:30 新体操演技(東北大)
17:30~19:00 男子団体フリー練習
9:30~19:00 女子フリー練習
9/3(日)
9:00~9:30 受付
9:30~9:50 補助役員会議・審判会議
10:00~10:20 代表者会議
9:30~10:45 女子A班会場練習
10:50~12:45 女子A班競技
9:30~10:40 男子団体会場練習
10:45~13:55 男子団体競技
12:50~14:05 女子団体会場練習
14:10~16:05女子団体競技
16:20~17:50 カッティング
18:00~18:15 閉会式
~18:30 完全撤収

(1)団体総合選手権
・男子は団体選手の各種目の上位5名の得点の6種目合計により決定する。
・女子は団体選手の各種目の上位3名の得点の4種目合計により決定する。
・男子団体と女子団体の合計点の順位に基づき、七大学総合体育大会体操競技の部

の得点する。男女いずれかで団体が組めない場合は、最低順位の点をその性別の決

定点とする。得点は、優勝10pt、二位8pt、三位6pt、四位4pt、五位3pt、六位
2pt、七位1ptとする。男女いずれも団体が組めない場合は0ptとする。
(2)個人総合選手権
・男子6種目、女子4種目の合計により決定する。ただし1種目でも棄権した種目が
ある場合は、表彰の対象としない。

(3)種目別選手権
・男女とも、各種目の決定点の合計により決定する。全種目の演技をしなくても表

彰の対象とする。

(4)新人戦個人総合選手権
・各大学の体操競技を始めて2年以内の者を対象とし、男子6種目、女子6種目の得
点の合計により決定する。ただし、1種目でも棄権した種目がある場合は、表彰の
対象としない。

(5)新人戦種目別選手権
・各大学の体操競技を始めて2年以内の者を対象とし、男女とも各種目の得点の合
計により決定する。全種目の演技をしなくても表彰の対象とする。



１３、表彰

１４、MVP決定方法
個人総合選手権について、男女それぞれで偏差値を出し、男女含め、最も高かった

者をMVPとする。

(1)団体総合選手権
・1~7位に賞状を授与する。優勝校にはトロフィーも授与する。
(2)個人総合選手権
・1~8位に賞状を授与する。
(3)種目別選手権
・各種目、1~6位に賞状を授与する。
(4)新人戦個人総合選手権
・1~6位に賞状を授与する。
(5)新人戦種目別選手権
・各種目、1~3位に賞状を授与する。
(6)特別賞
・オープン参加の者で、上記(2)~(5)に相当する成績を収めた場合、「特別賞」とし
て、賞状を授与する。


